
 

 

 

 
 

国 土 交 通 省 

平成 28 年 4 月 1 日 

 
 

脱ゼロメートルプロジェクト第１号事業が始動 

－建設発生土を利活用した防災高台（葛飾区新小岩公園）盛土を行う事業者を『公募』－ 

（※1.写真１参照。 ※2.図１参照） 

〈公募の内容〉 

 事 業 名：新小岩公園防災高台整備事業 
 盛土の規模：盛土施工対象面積約 3.7ha、盛土高さ約 6m、盛土量約 16 万㎥ 
 事 業 者：葛飾区 
 公 募 期 間：平成２８年４月１日～６月３０日（〆切り） 
 提 出 先：国土交通省総合政策局公共事業企画調整課 
       葛飾区都市整備部調整課 
 説 明 会：平成２８年４月７日 １３時３０分から 

（於：中央合同庁舎第２号館 １階 共用会議室３Ｂ） 
候補者決定：葛飾区 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東京東部の低平地に広がるゼロメートル地帯には、大規模な水害時に緊急的
な避難地となる高台が無く、その整備が強く望まれています。 

一方、今後も様々な事業から大量の建設発生土が生じることが見込まれてい
ます。 

葛飾区「新小岩公園」（JR 総武線新小岩駅北口）※１について、自らの事業
による建設発生土を利活用し、当該公園の盛土施工等を実施する事業者を今般
『公募』するものです。※２ 

新小岩公園

第Ⅰ期
高台化区域

第Ⅱ期
高台化区域

至 千葉

至 東京

〈和楽亭〉

江戸川区

葛飾区

高台化の範囲

公園代替
移転先

写真１ 葛飾区「新小岩公園」



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈高台化事業の進め方〉 

①第Ⅰ期高台化区域（公園の都
道側から約 120m のエリア）を
盛土施工 
 
②第Ⅱ期高台化区域（約 60m の
エリア）の詳細な検討と協議後
に盛土施工 
 
③公園の復旧等 
  （図２，図３参照） 
 
○公園については、一時的に    
荒川中州に移転 

 ○第Ⅰ期高台化区域及び第
Ⅱ期高台化区域全体の盛
土施工完了には７～１０
年を見込む 

 
 
 
 
 
 
 
 
応募を検討する方は、「応募要項」にて内容を十分にご確認下さい。 

 
 
 
 
 

＜問い合わせ先＞ 
 総合政策局 公共事業企画調整課 
   事業総括調整官 佐藤寿延 （内線：24511） 

課長補佐    武藤 徹 （内線：24563） 
   TEL：03-5253-8111（代表）、課直通：03-5253-8912 
   FAX：03-5253-1551 

図１ 葛飾区「新小岩公園」防災高台整備事業の概要

○大規模水害時に大きな被害の恐れ

○約250万人※が居住

○高台整備の計画はあっても、それを実現する事業制度なし

○埋立地減少による建設発生土の処理地不足→事業進捗に影響

○遠方への運搬処理による建設コスト増
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図２ 事業の進め方のイメージ
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図３ 盛土施工のイメージ
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ＪＲ総武本線
（高架橋区間）〈第Ⅰ期高台化区域〉 〈第Ⅱ期高台化区域〉

約60mの離隔

盛土高さ
約6m

軟弱地盤

①地盤の挙動に関する事前の定量的評価が困難

②万全を期すため、過大な対策工（コスト増）の可能性

ⅰ.周辺構造物に影響が小さい範囲を先行して盛土

ⅱ.地盤変状詳細に計測して、Ⅱ期の設計・施工計画へ

ⅲ.Ⅱ期区域の盛土（検討と実施）

技術的課題

順応的盛土施工

1～2m

（沈下）

盛土直後：押し出し

沈下中は：引き込み

工期は７～１０年

約120m


